
学校番号 １００２ 

 

平成 31 年度  保健体育科 

 

教科 保健体育 科目 体育 単位数 2 単位 年次 3 年次 

使用教科書 現代保健体育 （大修館出版） 

副教材等 現代高等保健体育ノート （大修館出版） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・これまでの経験を生かし、自ら集団行動において秩序ある動きやルールを守る姿勢を実践しよう。 

・ランニング、体操、補強運動が集団行動の基本であるということを再認識し自ら積極的に取り組もう。 

・授業の中で行われる種目の楽しさや喜びを味わい生涯続けられるスポーツを見つけよう。 

 

２ 学習の到達目標 

・集団行動や運動種目を通じて、自ら考え、自主的に自己の体力の向上を目指し実践できるようにする。 

・運動と健康との関連性を理解し、実際の生活と結びつけ考えることができるようにする。また、運動

を習慣化することの重要性を知り、生涯にわたって運動を継続することができるようにする。 

 

 

３ 学習評価（評価規準と評価方法） 

観点 a：関心・意欲・態度 b：思考・判断 c：運動の技能 d：知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

w-up 体操、補強運動

を自分の体力向上のた

めに自ら積極的に行っ

ている。 

安全面を考え、それが

実践できているか。 

自ら練習計画を立て協

力して効率よく運動実

践できている。 

知識や学習したことを

活用し、技能の向上や

チーム力アップのため

にいかせている。 

運動量の確保や体力の

向上、技能の向上を計

画することができる。 

 

記録や体力・技能向上

のためのポイントを理

解し実践できている。 

種目特性を理解し発展

的に実践できている。 

 

運動技術の名称や合理

的な体力の高め方の方

法や各運動種目のルー

ル（特に球技種目にお

けるファールなど）の

理解。 

運動種目の安全上の留

意しなければならない

ことを理解している 

評
価
方
法 

授業態度の観察 体育理論のテスト 技能観察 

技能テスト 

体育理論のテスト 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



 

４ 学習の活動 

学
期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 
評価 

方法 a b c d 

前
期 

球
技
・
水
泳 

新体力テスト 

球技 

 ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ 

 ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ 

 ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ 

 卓球 

 ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ 

 ﾊﾝﾄﾞﾎﾞｰﾙ 

 等から選択 

水泳 

 背泳 

○ ○ ○ ○ 

a：自分たちで協力しあい、w-up を行おう

としている。 

練習計画を立て運動を実施しようとしてい

る。 

b：合理的な練習方法を考えゲームを展開で

きるところまでの計画を立てることができ

る。 

c：各種目での技能の向上、またその技術が

チームの中でいかされているか。 

d：基本的なルールの把握、特にファールに

ついて理解しているか。 

W-upの取

り組み 

受講態度

の観察 

技能観察 

技能ﾃｽﾄ 

体
育
理
論 

豊かなスポー

ツライフの設

計 

○ ○  ○ 

a：生涯にわたりスポーツを続けることがな

ぜ必要なのか考える学習活動に取り組もう

としている。 

b：これまで経験したスポーツを将来どのよ

うに選んで実践していけばいいか健康との

関連に基づき考察することができる。 

d：生涯スポーツや健康や余暇との関連につ

いて良く理解している。 

受講態度

の観察 

ノート 

テスト 

後
期 

球
技 

球技 

 ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ 

 ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ 

 ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ 

 卓球 

 ｻｯｶｰ 

 ﾊﾝﾄﾞﾎﾞｰﾙ 

 等から選択 

 

○ ○ ○ ○ 

a：自分たちで協力しあい、w-up を行おう

としている。 

練習計画を立て運動を実施しようとしてい

る。 

b：合理的な練習方法を考えゲームを展開で

きるところまでの計画を立てることができ

る。 

c：各種目での技能の向上、またその技術が

チームの中でいかされているか。 

d：基本的なルールの把握、特にファールに

ついて理解しているか。 

W-upの取

り組み 

受講態度

の観察 

技能観察 

技能ﾃｽﾄ 

※ 表中の観点について a：関心・意欲・態度  b：思考・判断・表現 

   c：運動の技能     d：知識・理解 

 

※ 原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けてい

る。 


